
淵-

一

橋

論

叢

第
六

春

草
五

統

商

翠
帳

簿

序

説

4 S名

三四 ≡: 二

■

帳
簿
の

由

爽
及

目

的

■

財

産

表
示

か

成

果

表
示

か
,

慣

侶
記

銀

〓

企

菜

食
計
の

記

録

帳
簿
の

必

要
と

致

用

帳
簿
の

目

的
と

法

律
的
頚

制

帳

簿
の

第
二

使

命

≡

村

上

秀

三

郎

帳

簿
員

的
と

機

籠

帳
簿
と

勘
定

四

一

商

業

帳
簿
は

複
式

簿
記

を

前

提

と

す

る

や

二

軍
式

簿
記
の

記

帳

方

法
及

喝
序

三

複
式

簿
記
の

記

帳
方

法
及

順

序

四

取

引
二

重

性
と

等

倍
式

五

単
式

複
式

国

別
の

棟
準

六

骨
計
と

簿
記

七

帳
簿
と

簿
記

一

帳
簿
の

由

来
及

目

的

♯

.

峨

噸
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一

勝

紳

我

商

漂
帳
簿
に

閲
し

第

毒
商
業

帳
簿
の

葦
↑

第
三

二

僕
乃
至

三

六

保
に

規
定
せ

る

が
､

右

埠
素
よ

り

法
の

或
程

蓬
記
の

記

帳
按

_

警
縁
先
し
て

規
定
せ

る

も
の

で
､

以

上

佳

品
ケ

條
を

以
て

営

業
及

財
産
の

全

般

吏
明

白
な

ら

し

め

待
と

息
ふ

の

は

非

常
な
る

短

見
で

あ

る
｡

故
に

法
文
上

解
繹
を

許
す

限

り

蜂
簿
記

技
術

蛋
際
慣
行

を
尊

重
す

可

く
､

香

後
者
に

よ

豊
前
者
の

解
繹
を

可

能

寧
b

し

め

若

く

は

之
が

左

右
せ

ら

る
1

こ

と

有

得
可

き
で

あ

畠
｡

我

国

始
め

諸
国
多
数
商
業
帳
簿
の

要
義
く

る

が
､

慧
突
如
と

し
て

必

要
も

誓
に

之

孟
じ

た
の

で

は

な
い

､

窺
雷
管

迄
も
な

く
､

健
全
の

思
慮
あ

る

商
人
は

鼻
骨
業

及

財
産
の

現

警
知

品
慧
方
針

是
む

る

蔑
め

に

何
等
か

の

記

警
せ

ざ
る

は

な
い

｡

野
草
に

取
ら

す

も

商
業

帳
簿
は

商
法
以

前
の

産
物
で

あ

る
｡

諸
国

霊
の

模
範
立

莞
る

併
国

商

準
典
の

母

莞
る
ル

イ

十

四

世
の

勅
令

以

前
遠
く

第
十
三

四
世

紀
の

頃
既
に

帳
簿
の

蓼
芽

を

見
る

｡

凡
て

商
人
は

筆
利

的
活
動

盲
其
本
性
と

草
し

､

必

ず
し

も

資
本
及
財
産
所
有

を

前
提
と

す

る

も
の

で

は

な
い

が
､

賢
際
上

業
種
規
模
に

由
り

程

度
の

差
こ

そ

あ

れ

若
干
の

財
産

誓
は

な
い

｡

而
も

之
は

資
本

義
経

済
の

邁
展
に

伴
ひ

其
重

要
性

む

増

大
し

､

今
日

商
的
活
動
上

炊
く

可
か

ら

ざ
る

要
素
た

る

に

重

力
､

侍
進
ん

で

は

他
人

(

借
入

)

資

書

も

革
具

し
て

企
業
に

投
下

し
､

結
局
絶
結
果
に

雪
景
大
の

金
銭

的
飴
剰
債
倍

量
獲

得
す

可

去
警

ノ

る

む
の

で

雷
｡

〓

財
産
表
示
か

成
果
表
示
か

帳
簿

笹
本

釆
成
金

叢
単

位
の

企
業
成
績
確
知
の

薦
め

に

蟄
明
覚

行
せ

ら

れ

た

も

賃
あ

る

が
､

資

蜂
作

成
者
本
人

自
身
の

利
便
に

普

ら

ず
､

債
権
者

竺
般
公

衆
の

利
菩
に

緊
密
の

開
渉
あ

る
こ

と

夙
に

看
取
せ

ら

れ

た

る

所
で

あ

る
｡

琴
ニ
i

e

芝
岩

畳
n

昏

巨
･

富
琶
紆

蒜
-

一己
-
}

冒

凛
邑
-

-

雪

空
ぎ

音
…

ぎ
ー

誓
言

山

警

邑
竺
す

量
ニ
n
t

①

豊

子

空
千

田

邑
邑
き

嘗
①

日

管
技

監
賢
針
き

晋
A

毒
･

…
∽
}

4

商

業

帳

簿

厚

誼



翁

】

播

蕗

最

多
大

審

弟
五

汲

商
人
が

帳
簿

真
へ

窮
鳥
れ

苧
記
録
せ

し

め

ん

と

す
る

は
､

財
産
の

状

警
監
空
し

む
る

食
め

空
こ

と

言
ふ

進
も

監
が

､

ぬ

同
時

蒜
之
に

讐

募
の

営
業
成
果
確
知

空
っ

音
量

-

g
J

的

新

顔
侍

す
る

も
の

で

雪
d

革
琴
商

人
自
身
に

取

サ
帳
簿
作
曲

第
一

4

目

標

鞋

誓
H

ふ

迄
も

な

く
､

投
下

資
本
が

如

何
に

有
利
に

活
用
せ

ら

れ

如

何

挙
る

営
業
成

警
轟
げ

た

る
か

を
知

る
に

あ

る
｡

簿
記

沓
明
の

動

機
亦

亜
に

存
す
る

が
､

帳
簿
の

準
利
他
さ

れ

た
る

は

商
人
自
身
に

と

り

寧
ろ

第
二

義

的

挙
る

財

産
状

態

を
外
界
よ

ヱ
客
観
的

に
)

-
確
知
す
る

方
法
た

る

鮎
に

基

く
の

で

あ

竜

警
す

れ

は

商

業
帳
簿
の

掌
に

管
し

､

叉

寧
腎

経
済
的

毒
よ

農
兵

計
算
の

職

能
が

帳
簿
の

第

毒
草
る

些
不

拘
､

港
律
制
度
と

し
て

は

債
権
者
並
に

公

衆
保
護

を
主

撃
と

し
+

先
以

て

財
産
表
示

牢
る

を

要
求

せ

ら

る

を
見

る
べ

し
｡

此

故
に

商
業
帳
簿
は

第

言
此

港
律
上
の

要

請
計

克
す

も
の

で

な

け

れ

ば

な
ら

ぬ

価
､

港
律
規
定
に

背
反

せ

ざ

る
隈

少
､

帳
簿
本
釆
の

機
能
た

る

成
果
計
算
の

安
か

基
げ

し

む

可

き

は

骨
然
の

羞
で

挙
る

｡

単
に

法
律
的
規
鮭

外
形
に

適
合
す
可

く

汲

還
る

如

き

は
､

魂
無
き

故
鼓
を

擁
し
て

以
て

能
事
足

り

と

な

す

も
の

に

外
な
ら

ぬ
｡

三

傭

債

記

簸

川

頻
ら

ば

帳
簿
作
成
の

目

的
如

何

商
人
は

帳
簿
を

傭
へ

財
産
に

影
響
を

及
ぼ

す
べ

き

蒜
の

事
項
を

記
入

す

可

く

而
も

其
れ

は

商

取

引
･

倉
○

届
書

夢
0
0

冒
責
2 .

P
■
訂

に

依
る

に

限

ら

ぬ
｡

胆
興
和
繚
若
く

は

苦
る

外

界
の

事
象
に

て

も

苛
も
商
人
の

財

震
態
に

襲

他
を

輿
ふ

る

も

の

を

験
す

所
な

く

記
入

す

可

き
で

挙
る

｡

(

首
邑
き
ざ
已
㌫

d

ま
訂
｡

宗

0

｡
}

星
川

〉

邑
早

宮

巨
①

p

増
ぎ
戸
0

琵

F
)

印

さ

れ

ば

と
て

フ
ユ

ル

デ

ル

ン

ド

ル

フ

詮
の

如

く
日
々

の

取

引

事
項
を

克
明

に

日

付
憤
に

記
録
す
る

を

以

て

足

る

も

の

で

な
い

｡

帳
簿
の

苦

壕

資
料
た

る

は

間
甚
の

副
産
物
た

る

に

過

ぎ

な
い

｡

2
¢

琶

E
≡

昏
①

軒
邑
打

邑
声
粥

a
】
-

霊

d

蓄
ロ
､

弓

監

ぎ
¢
認

邑
冨

笥
巨

賢
こ
邑
邑

冒
宕
d

訂

打

邑
邑
邑
邑
昌
鳶
F
h

昏
g

品
(

宕
-

賢
已

長
F

日

邑
空

冒

邑
払

冒

邑
+
)

慧
∽
∽
)

何

倍
帳
簿

僻

サ

■

職

場
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1

鍵

紳

は

必

ず
し

も

権
利
義

務
の

蟄
生

滑
城
其
健
の

焉
像
で

も

な
い

｡

帳
簿
は

財
産
的
債
借
の

欒
動

弓
①

り
オ

訂

焉
讐
点

を

捉
へ

て

記
録
す
る

の

で

あ

る
か

ら
､

箆
棒
上

の

権
利

関
係
の

整
地
と
必

然
的
に

合
致
す

る

を

保
し

難
い

｡

叉

帳
簿
上
に

於
て

は

各
財
産
物
件
は

単
に

W
邑

･

官

爵
籍

と

し
て

財
産
的
欒
動
は

弓
湾
昔
年
琶
F

訂

ぎ
ロ

笥
ゴ

と

し
て

の

み

意
味
が

あ

る
の

で

あ

る
｡

而
己

な
ら

ず
極

論
す
れ

ば

財
産
及
其
欒

廟
記
録
共
助
も

商
人
本
釆
の

目

的
に

非
ず

､

商
人
営

業
上
の

属
目

標
は

成
果
計
算
で

あ

ヵ
､

財
産
襲
動
の

記
録
は

成
果

計
算
の

手

段
と

し

.

て

其
意
昧
が

あ

る
の

で

あ

る
｡

約
言
す

れ

ば

商
人
の

帳
簿
記
入
の

虞
髄
は

成
果
計
算
の

見
地

よ

り

財
産
状
患
及

財
産
的
挙
動
を

記
録
し

且

財
産
要
素
を

収
益

能
力
に

従
て

判
断
を

下

す

に

あ
る

(

d
コ
¢

F
n
d

､

日

昌
倉
訂

諾
｡

ど

監
H

･

野

皆
○

｡

さ

れ

ば

浩
律
は

財
産
の

債
債
的
欒

.

動
の

記
録
を

命
ず
る

が
､

之
は

経
営
経
済
上
の

目

的
た

る

成
果
計
算
と

別
の

も
の

で

あ
つ

て

は

な

ら

ぬ
｡

結

局
二

者
は

一

に

辟
着
せ

し

む

る

が

帳
簿
添
制
の

理

想
で

な

け
れ

ば

な

ら
ぬ

｡

此
故
に

貸
借
勤
照
表
及
財
産
日
銀
上
の

財
産
項
目
紅

付
て

も
､

管
業
全
線
に

着
目
し

て

級
醍
債
値

肖

F
F
①

訂

包

悪

弓
①

り

t

窪

と

し

て

考

察
す
可

く
､

各
項
目
を

何
々

に

解
醍
し

て

個
別
的
の

取
引

債
格
に

依
る

可
き
で

な
い

｡

所
謂
主
観
的
営
業
債
値
詮

賢
b

甘
好
江

毒

の
援
O

F

巴
訂
司
凸

ま
t

F
①

○
→

訂

の

基
く
所
以
で

あ
る

｡

凡
そ
法
律
上
の

権
利
関
係
ほ

直
に

以
て

帳
簿
上

の

財
産
又
は

負
債
に

移
さ
る

る

も
の

で

な
い

｡

権
利
義
務
に

非
ら
ず

財
産
債

値
有
無
の

問
題
で

あ

そ

徒
て

法
律
上

権
利
た

る

に

熟
せ

ざ
る

得
意
先

河

戸
訝
｡

F

邑

営
業
秘
密

曾
邑
F

監
t

鳶
定

一

呂
訂
①

と

錐
客
観
的
に

億
値

を

測
膚
し

得
る

限
り

､

事
真
上
の

財

産
と

し

て

瞑
辞
計
上

能
力
あ
る
.
も
の

で

あ
る

(

+

ヨ
e
】

呂
P

､

声

∽

声
)

｡

右
理

論
は

啓
時
の

簿
記

畢

に

於
て

雷
魚
の

こ
.
と
ゝ

し

何
等
考
慮
を

沸
ふ

研
が

な
か

つ

た

が
､

此
理

想
と

視

覚
と

は

粕
昔
の

懸
絶
あ

抄
､

果
七
て

矛
盾
な
き

統
一

概
念
を

樹
立

し

得
可

き

や
､

箕
に

簿
記

及
合
計
理

論
の

起
鮎
に

し
て

且

絡
鮎
た

ゎ
と

云

ふ

も

敢
て

誇
張
で

な
い

｡

■

l

所

謂
動
的
貸
借
封
周

表
論
及
静
的
貸
借

封
照

表

論
の

岐
る

る

所
で

あ

ゎ
､

又

有
機
胡
貸
僧

潜
照

麦

笛
が

両

者
腐
合
方
港
と

し

て

壌
出
せ

ら

小

満

凛

収

膚

序

凝



一

橋

論

敵

第
ふ

(

巻

昇
五

艶

削

れ
た

る
理

由
で

あ
る

｡

或
は

帳
簿
の

財
産
表
示

た
る

と

成
果
計
算
目

的
た

る

と

矛
盾
す

る

も
の

と

し

て

其
調
和

を

断
念
し

､

殊
に

財
産
目

録
と

貸
借
封
照
表

と

む
別

奥
の

債
値
棲
準
に

委

す
る

も
の

あ
る

が
､

斯
の

如
き

は

之
等
と

元

帳
と
の

有
機
的
開

聯
乃
至

簿
記

其
物
の

統
】

機
構
を

度
外
視
す

る

も
の

で

帳
簿
本

質
を

正

解
せ

ざ

る

も
の

で

あ

る
｡

〓

【

企
業
曹
計
の

記
録

商

業
帳
簿
は

営
業
に

関
す

る

合
計
贋
く

は

企

業
合
計
に

屡
す
る

｡

帳
簿
の

本
葬
の

性
質
は

商
人
の

財
産
状
態
及

其
壁
動
を
記

録
し
て

営

業
的
活
動
の

指

針
を

輿
ふ

る

に

在
る

｡

営
業
の

種

類
に

よ

り

簿
記

上

商
業
簿
記

､

銀
行
簿
記

､

エ

業
簿
記

等
を

分
つ

が
､

何

れ
も

企

業
の

一

合
計
.
に

し

て
､

営
業
及
営

業
財
産
に

開
せ

ざ
る

家
計
経
済
を

記

録
す
る

も
の

で

は

な
い

｡

又

企
業
に

属
せ

ざ

る

官
魔
の

収

支
を

司

る

官

應

簿
記

と

も

異
る

｡

差

異
の

生

ず
る

根
本
は

企
業
経
営
の

成
果
を

計
出
す

可

き

や

否

や
に

存
す
る

｡

帳
簿
の

箕
牒
は

過

去
よ

少
現

在
に

至

る

財
産
的
欒
動
の

数
字

的
偶

像
的
記

録
で

あ

カ
､

終
発
の

収

益
状
態
の

裸
測
む

可

能
な
ら

し

む
る

手
段
た

る

に

あ

る
｡

さ

れ

ば

営
業
者
英
人
の

合
計
又

は

家
計
よ

り

分
離
し

た

る

営

業
(

企

業
)

自
僅
を

封
象
と

せ

ね
ば

な

ら

ぬ
｡

此
鮎
法

人

た

る

食

紅
に

付

尿
素
は

な
い

が

個
人
商
人
に

何
て

は

若
干

食
違
を

生
す
る

｡

即
ち

｢

帳
簿
に

営

業
財
産
の

み

を

記

載
す

可

き

や

償
業
と

関
係
な

き

私
用
財
産
を

も

記

載
す

可

き

や

否

や
｡

二
､

帳
簿
上

所

謂
費
用

中
に

は

営
業
に

開
せ

ざ

る

家
計
費
を

も

含
む

や

香

や
｡

ヰ6 2=
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細

前
者
は

財
産
日

録
及
貸

借
封
照

麦

に

記

載
す

可
き

財
産
の

粗
類
及
目

的
物
如

何
の

問
題
で

あ

少
､

後
者
は

商
港
僕

文
に

所
謂
日

記

帳
に

′

記

載
す

可

き

費
用

項

目
の

問
題
で

あ

る
｡

こ

帳
簿
の

必

要
及

敦

用

簿
記

及

帳
簿
の

必

要
は

必

ず
し

も

商
人
に

限

ら

す
､

一

般
人

と

雄

も

金
銭
的
収
支

及
自
己
の

財
産
状
態
の

欒
地

に

付

緊
密
の

利
菩
を

感

す
る

も
の

で

あ

る

が
､

特
に

商
業
は

営
利
獲
得
白
襟
を

目

的
と

す

る

も
の

な

れ

ば

商
人
に

と

り

基

本
的
要
件
と

も
云

ふ

可
き

も
の

で

あ

る
｡

元

来
商
取

引

ほ

共

闘
始
よ

り

終
了

迄
相
皆
の

時
日

を

要
す

る
新

品
日

通
と

し
､

時
に

数
年
月

圃
係
の

連

繚
す

る
こ

と

稀
な

り

と
せ

す
､

就
中

複
雑
廣
汎
の

取

引

行
は

る
ゝ

所
精
確
緻
密
の

帳
簿
に

依
ら

ざ

れ

ば

錯

誤
若
く
は

尊
訟
頻
出
し
て

到

底
固
滑
の

営
業
を

持
摸
す

る
こ

と

は

出

率
な
い

｡

右
按

商
業
以

外
の

他
の

企

業
に

付
て

も

殆
ど

同
様
で

あ
つ

て
､

自
己
の

企

業
及

財
産
と

他
人

の

企

業
及

財
産
と
の

分
界
む

定
め

､

企

業
進
展
に

伴
ひ

財
産
各
部
分
に

随
伴
し

て

生

起
す

可

き

形

態

及
偵
倍
の

欒
動
に

封
し

適
切
正

確
な

る

管
理

を

行
ひ

､

放
て

財
産
現

況
及

企
業
成
績
の

根
漁

を

知

少
､

営
業
を

確
更
な
る

計
算
的
基

礎
の

上
に

琴
＼

に

依
て

恒
常

的
営
利
を

期
し

得
べ

く
､

且

帳
簿
本
爽
の

使

命
と

し

て

は

第
二

義
的
で

は

あ

る

が
､

債
権
者
並

第
三

者
に

封
す

る

責
任
関
係
を

明

白
に

す
る

こ

と

が

出

奔
み

(

哲
F

琴
芝
｡

｡

盲
邑

.

巨
ぎ
長

房
包

担
】

呂
監
日
-

冨
A
″

巨
-

坪

∽

澄
､

或
は

簿
帳
票
く

は

合
計
の

必

要
を

航
海
術
に

誓
ふ

る

も
の

あ

ゎ

(

高
瀬
博
士

合
計

護
本

〓
貝
)

､

即

ち

合
計
は

航
海
術
の

如

く

航

海
術
を

知
ら

ざ

る

も

航
海
は

可

能
な

れ

ど
､

最
短

時

間
に

最
も

経

済
的
に

又

最
も

安
全

に

目

的
地

に

到

達
す

る

焉
め

に

は

航
海
術
に

熟
達
せ

ね

ば

な

ら

ぬ
｡

合
計
簿
記

を

知
ら

ざ

る

も

営
業
は

可

能
で

あ

り
又

合
計
故
髄
自
慢
営

業
利
益
を

増
殖
せ

し

む

る

も
の

で

な
く

､

反

封
に

其
不

熟
練
は

必

ず
し

も

直
に

損
寄
原
因
を

な

す

も

の

で

は

な
い
･

｡

併
し

合
計
按

損
益
の

由
て

来
る

原

因

を

明

･
に

し
､

終
発
の

損
失
を

敦
防
し

利
益
増
殖
の

方
策
を

梯
立

す

る

基

準
た

る

も
の

戸
あ

る
｡

合
計
に

依
ら

す
ん

ば

眞
の

営
業
損
益
と

偶
聾
損

､

商

業

帳

簿

序

配

4 (i3



出

】

橋

静

業

容
六

番

欝
五

戟

益
と

叉

恒
常

的
規
益
と

一

時
的
現
金
と

を

判
じ

難
く

､

結
局
確
箕
な

る

企

業
日

棲
を

定
む

渇

を

得
ず

､

営
業
基

礎
頗
る

脆
顔

不
安
定
な

る

を
免
れ

な
い

｡

倍
額
す
べ

き

過
去
の

記

録
な

く
､

進
ん

で

緻
密
な

る

粁
爽
の

計
劃
を

立
て

す
､

只

営
利
追
求
に

盲
進
す

る

は

航
海
日

誌
を

備
へ

す
螺
針
盤
も
用
ひ

ず
に

大
洋
を

航
海
す

る

如

く

何
時

不
慮
の

覆
没
を

漁
期
し

難
く

､

現

代
の

経
済
的
合
理

主
義
と

相
容
れ

な
い

｡

斯
く
の

如
く

帳
簿
の

用
は

理

論
的
文

教
生

的
に

営
業
者
の

焉
め
の

企

業
上

措
針
を

輿
ふ

る

に

あ
つ

て
､

他
の

帳
簿
目

的
若
く
は

使

命
妊

箕
は

附
随
的
若
く

は

第
二

義
的
の

も
の

に

過

ぎ

な
い

｡

法
は

帳
簿
の

作
成
を

命
ず
る

も
､

一

般
に

は

所

謂
不
完
全

規
定
に

し
て

命
令

違
反

に

封
し
て

何
等
制
裁
な

く

(

食
紅
は

別
記
)

.
破

産
の

場
合

多
少
の

不
利
益
を

招
く
の

み
｡

一

般
商
人
が

斯
る

異
例
の

薦
め

の

準
備
と

し
て

悉
く

帳
簿
を

用
意
し

て

記

帳
義
務
を

墓
す

と

見
る

が

奴
き

は

迂
潤
極
ま

る

観
察
で

あ
つ

て
､

彼
等
商
人
を

し

て

進
ん

で

帳
簿
を

作
成
せ

し

む

る

動
因
は

､

帳
簿
作
成
が

法
律
上
の

義
務
た

る

が

烏
で

な

く
､

営
業
遮
行
の

薦
め

の

事
務
的
必

要
に

基

ぐ

も
の

た

る
こ

と

極
め
て

明

白

で

あ

る
｡

葡

巳

な
ら

ず
垂
傭
せ

る

帳
簿
は

作

成
者
た

る

本
人
に

封
す

る

社
食
的
信

用
を

増
大
せ

し

む

る

所
以
で

あ

少
､

結
局
何
れ

も
利
益

的
衝
動
に

基

く

も
の

と
い

ふ

可
き

で

あ

る
｡

(

召
昏
喜
包

邑
ご
ロ

昏
-

計

冒
邑

m

串
P

n

芦
出
戸

-
､

弊

誌
A

f

ニ

ー

邑
t

O

‥

已
①

ぎ
邑
夢
2
炭

i

芝

昏
百
t

鼓
嘗
O

F
①

担
訂
F

訂
1

F
d

寛

ぎ
蒜

呂
的
し

旨
乱
∫

臣
0

邑
弓

β

倉
島

冒
F

昌

昏
臣

胃

n
e

g

β

き
】

一

t

百

言
訂

N
弓

言

旨
軋

習

野
t

嘗
0

計
倉
弓

N

昇

邑
こ

各
1

P
ロ
ー

空
目

臣
-

呂
J

叫

(

管
区
7
･
P

i

β
､

ぎ
ヨ
○

ユ

ヨ
岩

①

邑
①

2

A
已
-

尋
●

)

三

帳
簿
の

目
的
と

法
律
の

強
制

_

合
計
の

必

要
は

同
時
に

英
字

段
た

る

帳
簿
の

必

要
で

あ
る

｡

右
は

必

ず
し

も

商

業
帳
簿
に

限

る
に

非
ざ

る

も
ー

商
取

引
は

頻
繁
複
雑
に

し
て

箕
際
上

殊
に

之
を

必

要
と

す

る
｡

元

来
商
業
帳
簿
な
る

も
の

は

商
糞
の

勃
興
と

同
時
に

案
出
せ

ら

れ
､

信
用
制
度
の

普
及

蟄
達
に

伴

ひ

跳

躍
的
蓮
虜
を

遮
げ

､

複
雑

精
緻
の

今
日

の

機
構
を

形

成
す

る

に

室
つ

た
の

で

あ

る
｡

換
言
す

れ

ば

現

時
の

商
業
帳
簿
は

家
計
よ

ゎ

分

4 勾.

申

↑

-

嶋

.

碗
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警
る

喝
立

企

琴
計
の

記

録
に

し

て
､

言
は

ゞ

企
業

塞
命

雪
-

堤
と

し
て

其
の

合
理

的
経
営
に

よ

最
少

労

費
に

よ

る

長

峯
営

利

を

獲
得
せ

ん

と

す

る

努
力
の

成
果
を

確
知
せ

し

む

る

蔑
め
の

計
算
技
術
的
機
構
に

外
な
ら

ぬ

も
の

で

あ

る
｡

､

警
ば

帳
簿

姦
律
上
の

制
度
と
し

て

笹
業

者
に

作
成
養

警
命
ず
る
の

監
何

卒

晶
由
に

依
る

か
｡

帳
簿
が

如

何
に

螢
業

考
の

合

計
指
針
と
し

て

必

要
な

呈
す

る

も
､

蔓
草

売
価
人

的
利
益
の

問
題
で

敢
て

法
の

干

渉

を
要
せ

ざ

る

所
で

雷
､

事

要
撃
業
者
の

自
由

に

委
せ

て

居

芸
で

雪
｡

然
る

に

第
十

七

世

紀
末
商
事
勅
令
以

後
､

諸

国
迭

畠
て

各

螢
業

者
に

記

帳
を

命
じ

形

式
及
方

誓
定
め

､

時
に

罰

則
を

課
し

て

迄
之
計

義
制
す

る
の

墜
別

に

理

由
が

な

け

れ

ば

な
ら

ぬ
､

故
に

帳
簿
の

第
二

使

命
が

存
す

る
｡

四
､

帳
簿
の

茅
〓

使
命

第
一

に

債
権
者
及
第
三

者
に

封
す

る

圃
係
で

あ

る
｡

螢
業

者
の

帳
簿
が

貴
明

瞭
た

る

望
見
財
政

状
態
及
支
沸

能
力
を

明

瞭

苦
し

め

債

権
者
及

莞
腐
槽
関
係

笠
つ

可

き

第
三

者
の

利
益

墓
室
圃
係

争
る

蜂
雷

撃
あ

る
｡

殊
に

大
企
業
に

於
て

取

引

開
係
廣
汎
複
雑

且

各
企

業
相
互

有
機
的
緊
碕
を

加
ふ

る

に

よ

ヵ
､

】

企
業
の

破
滅
は

幾
多
牽
連
企
業
の

運
命
を

左
右
す
べ

し
｡

之
れ

争
曾
祀
に

帳
簿
作
成

義
務
を

強

制
し

罰
則
を
以
て

臨
む

主
要
理

由
で

あ

る
｡

第
二

に

企

業
規
模
の

損
大

せ

ら
れ

た
る

今
日

､

企

業
の

盛

漂
営
巣
主

】

人
の

利
益
に

止

ま

ら

ず
､

企

業
内
部
の

多
数
の

鍵

萱
の

生

活
問
題
で

あ

る
｡

資
本
増
大

撃
皆
の

集
約
に

よ

ヱ
企

業
内
部
に
血

威
せ

ら

る

る

従
業

卓
及

家
族

数
は

宜

歪
る

数
に

上

る

を

常
と

す

る
｡

償

還
上

軍
曹
賢

竜
邑

是
基
き

哲
首
訂

蔓
1

旨
N

3

慧
R

貸

借
封
周
表

の

要
求

せ

ら

る
ゝ

に

見
る

も

其

表
を

推
知
す

る

を
得

る
｡

更
に

複
数
人

賢
り

琴
営
せ

ら

る

る

取
合

企

賢
及
食
紅
組
織
の

↑
に

於
て

は
､

構
成

急
互
の

利
益
関
係
異
る

故
に

､

資
本

及
財
産

5

の

構
成

､

空
の

分
配
方

箕
他
企
業
内
部
関
係
の

調
整
(

殊
に

構
成
員
の

腕

莞
入
に

零
し
)

の

必

要
は

封
外
囲
係
の

其
れ

昆
し
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糾

】

橋

論

叢
･
弟
六

巻

雰
五

放

て

敢
て

劣
る

こ

と

な
く

､

金

額
及

人
数
に

於
け

る
必

ず
し

も

軒
軽
す

る

斯
な

き

も
の

で

あ

る
｡

第

言
各
企

業
の

健
全

挙
る

蟄
達
は

結
局
国

展
経

済
全

般
の

利
害
に

閲
し

一

囲
経
済
力
の

滑

長
に

影
響
す

る
｡

第
四

以

上
の

外
行
政

上
の

目

的
及
税
政
上
の

理

由
を

附
加
し

得
る

も
の

で

あ

る
｡

(

聖
)

此

帳
簿
の

夢
二

使

命
を

完
全

に

果
さ

す

可

く

蕨
真
の

干

渉

親
定
を

設

く
る

も
､

商
人

活

動
を

阻

害
す
る

程

度
に

及
ぺ

ば

到

底
完
全
に

遵
守

せ

ら
る

ゝ

も

の

で

な

い
｡

飽

造

竺
使

命
は

商
人

英

人
の

麓
め

財
政

欺
愈
を

明
か

な

ら

し

む

る

も
の

な

る

こ

と

を

念
頭
に

置
か

ね

ぽ

な

ら
ぬ

｡

]

す

呂
⊥
〕

g
ロ
)

H
.

p
.

∽

雷
)

(

撃
こ

近

代

食
祀
企

業
の

異
常
な

る

菱

達
に

伴
ひ

昏
業

収

蓋
苦

の

蓋
と

し
て

貸
借
封

偲

表
の

重

要

性
は

愈
垂

加
せ

ら
る

ゝ

に

至
つ

た
の

で

挙
る

｡

(

声

勺

重
き

戸

巨
P

冒
P

d

年

号
邑
2

…
･

尖
旦

邑
①

ロ

戸
{

買
賢
呂
ロ

g

臼

も
P

H

盲
-

也
)
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三

商
業
帳
簿
の

橡
能

【

帳
簿
目

的
と

権
能

戯
ら

ば

叙
上

帳
簿
目

的
む

達
せ

し

め
ん

が

革
め

に

は
､

帳
簿
は

如

何

挙
る

機
能

を
保
有
せ

ざ

る

可

ら

ざ

る

や
､

ゲ
イ

ー

ラ

ン

ド

は

記

帳

の

窮
極
目

的
の

具

牒
的
党
規

方
法

と

し
て

｢

妄
営
巣
期
に

於
け

る

企
業
の

親
戚
果
と
の

閲

聯
に

於
て

親
財
産
の

開
示

A

已

鼓
点

d
①
研

習

萎
ぎ

看
m

昏

邑
邑
①

ミ
畳

O

F
①

…
i

=
訂

ヨ

穿
邑
邑
笥
d

･

q

邑
胃

邑
崇
コ
班

之
に

依
て

営
業
耗

空
音
確
知

す
る

｡

二
､

は

個
別
的
収

益

能
力

夢
{

邑
旨
測
定
の

観
鮎
よ

り
す

る

各
借
財

産
の

開
示

｡

三
､

常
葉
の

清
算

能
力

言
己
d
-

邑

の

開
示

､

即
ち

資
産
及

負
債
の

封
照
に

依

力
其
負
櫓
に

屠
す

る

信
用
と

支
辟
能
力

(

手

段
)

と
の

闊
係
を

明
か

に

す

る
こ

と

(

男
色

旦
玖

一

わ

†

中

嶋

転



r
ユ
U3

叫

-

･

齢

が

恥

諾
㌧

野
津
博
士

商
法
敵
則
帳
簿
の

具
饅
吋
使

命
二

八

三

見
に

敦
く

所
賂
同
じ
)

ヶ

臥

上
二

藤
能
を
拳

ぐ
る

も

鎗
り

適
切
で

な
い
｡

桑
に

音

人
の

述
べ

た

る

帳
簿
目

的
と

此

周
せ

ん

か
､

既
述

第

∵
目

的
を

達
す

る
に

は

尭
以
て

営
業
財
産
の

成
果
を

知
る
必

要
あ

り
､

損
益
測
定
を

可

能
な

ら

し

む

る

も
の

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
｡

第
二

以

下
の

目

的
む

達
す

る

薦
め
に

は
､

商
人
の

資
産
負

債
を

洩
れ

な

く

記

入

し
て

賞
賛

の

財
産
状
態
を

債
権
者
又

は

第
三

者
若
く
は

税
務
嘗
局
等
外
部
よ

り

容
易
に

之
を

判
断
し

得
る

も
の

た

ら

し

め

ね

ば

な

ら

ぬ
｡

之
が

食
め

財
産
状
態
に

影
響
を

及
ぼ

す

事
項
は

営

業
内
部
よ

り

出
す
る

よ
外

界
事
由
た

る

と

を

間
は

ず
､

一

切
の

事
象
を

奉
げ

て

数
字
的
債

倍
的
.
に
■

把
挺
し

､

簿
記
技

術
の

約
束
に

従
て

整
頓

記

録
せ

ぬ

ば

な

ら

ぬ
｡

(

註
)

帳
簿
が

之

等

諸

種
の

目

的
若

く

は

使
命
を

有
す

る

こ

と

は

古
く
ゴ

ー

ル

ド

ミ
ミ
ッ

ト

等
に

伐
て

誕

識
せ

ら

れ
た

る

こ

と

之

赤

鼻

竺
盲
せ

る

如
く
で

あ
る

｡

(

¢
ロ
ー

酔
夢
-

已
き

}

晋
監
①

ヨ

忘
･

雷
)

英

後
レ

ー

ム

貸
借
封

用

表
論
序

論
に

於

て

貸
借
封

規

表
法

定

義
務
の

取

壊
と

し

て

静
ず
る

所
略

､
､

其

揆

を
一

に

す

る

(

訂
ど
声

-

空
p
｡

寧
l

-

メ
ロ

ヨ
O

各

班
.

-
)

放
る

に

眞
の

財

産

釈
意
を

厳
正

に

開
示

す

る

こ

と

は

貨
幣
家

は

健

全

財

政
の

見

地

よ

り

賓

行
せ

ず
､

理

論
的
特

別
の

板

接

な

き

時

債

以

下

主

義
を

採
用

す

る

を

粁
と

す

る

の

み

な

ら

ず

(

所

謂
三

流
以

下
の

事
業

家

は

別
と

し
て
)

.

遊

ん
で

食
紅
法

に

於
て

は

眞

箕
妖
態
を

示

す
を

禁
ず
る

香

取
が

あ

る
｡

即
ち

改

正

商
法

夢
二

八

五

條
は

一

部
時

慣
以

下

主

義
を

採
用

し
､

螢
薬
用

固
定

財

産
及

取

引

所
の

相
場
あ

る

有
償

産

穿
に

甘
時

債
値
上
り
の

計
上

を

許
さ

ず
､

慣
格
の

弟
備
が

客

私
的
に

明
白

な

る

湯
合
と

錐
も

鋲
り

と

す
｡

斯
く
の

如
き

は

眞
賓
が

政

策
的
考

慮
に

よ

り

て

歪
め

ら

る

る

好

例
と

い

ふ

可

き
で

あ

ら

う
｡

⊥
【

帳

簿

と
■

勘

定

恭
ら
･
ば

此

帳
簿
機

能
を

覚
環

す

る

手

段
は
如

何
｡

故
に

簿
記

的
技
巧

と

し
て

の

勘
定
方
式
及

勘
定
理

論
が

あ

る
｡

凡
そ

帳
簿
な

る

も
の

は

取

引
を

年
代

的
に

記
録
す

る

も
の

で

な

く

之
を

敷
革
的
に

整
備
表

示
せ

ね

ば

な

ら

ぬ
｡

畢
に

取

引
事
由
を

記
録

的
に

詭
明

す

る

も

苦
境

商

業

挺

簿

序

託
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月
U

ウ
一

一

補

給

業

界
六

番

弟
五

泉

保
全
と

し
て

は

格
別

､

到

底
営
業
乃
至

財
政

状
態
む

明
白
な
ら

し

む

る

も
の

に

非
ざ

る

こ

と

既
述
の

如
し
｡

換

言
す

れ

ば

有
ら

ゆ
る

帳
簿

錨4

は

商
業
祀
合
に

慣
行
せ

ら

る

ゝ

簿
記

港
鳳
に

依
て

の

み

其
完
全
の

機
能
を

蟄
挿
し

得
る

鴻
の

で

あ

る
｡

商
港
亦
之
が

改
定
の

下
に

稜
々

の

規
定
を

設
く

｡

眞
に

理

論
に

合
し

箕
際
に

適
合
す

る

簿
記

髄
系
に

よ

皇
軍
全
の

記

帳
む

な

す

薦
め
に

妊
､

〓
カ

経
済
取

引
の

覚
悟
に

深
き

洞
察
を

要
す

る

と

共
に

､

他
方
精
確
の

簿
記

技
術
の

優
待
を

要
し

､

之
等
の

援
助
な

く
し

て

は

複
雑
多
端
の

経

済
現

象
を

数
字
的
に

統
合

把
適
す

る
こ

と

は

不
可

能
事
と

云

ふ

可
き

で

あ

る
｡

而
し
て

所

謂
複
式
簿
記
は

固
よ

斗

進
歩
し

た

る

単
式
簿
記

は

全
て

の

取

引

(

財
産

的

欒
動
を

及
ぼ

す

事
由
)

を
取

引
の

性
質
に

碓
て

各
種
の

勘
定
に

分
ち

資
本
と

財
産

､

債
権
と

債
務

､

財

産
園
係
と

収

益
関
係

､

利
金
と

損
失
の

如

く

封
立
的
に

計
数
的
均

衡
を

保
ち
つ

1

各
勘
定
に

仕
簿
記

入
を

行
ひ

､

之

を
冗

帳
に

綜
合
表
示
せ

し
む

る

も
の

な

れ

ば
､

簿
記

の

技
術
的
方
面

邸
ち

記

帳
の

箕
際
に

於
て

勘
定
科
目

の

設
定
選
捧

､

記

帳
方
港
順
序
を

定
む

る
は

最
初
に

窒
息

す

可

き

緊
要
事
で

あ

る
｡

更
に

其
理

論
的
方
面

に

於
て

勘
定
の

原
理

及
餞
系
を

樹
立

す

る

は

簿
記

理

論
の

根

幹
を

な

す

も
の

で

あ

る
｡

斯
く
の

如

く

帳
簿
は

簿
記
の

鼓
術
及
理

論
と

離
る

可
か

ら

ざ

る

も
の

で

あ

ゎ
､

而
し

て

其
骨
子

は

勘
定
理

論
殊
に

勘
定
項

目
の

債
値
的

説
明
に

存
す
る

も
の

で

あ

る
か

ら
､

合
計
畢
若
く
は

簿
記

単
に

於
け
る

論
寧
の

中
心

鮎
た

る

勘
定
理

論
α

概
要
を

述

ぶ

る

は

無
用
に

非
ざ

る

可
し

と

息
ふ

｡

勘
定
と

は

借
方

(

通
常

左
側
)

及
貸
方
(

通

常
右

側
)

の

二

部
分
よ

カ

成
る

債
倍
計
算
的
記
録
の

形

式
に

し
て

､

〓
カ

に

債
値
の

増
加

他
方
に

債

値
の

減
少

を

記

し
､

依
て

以

て

債
倍
増
減
の

結
果
を

明
か

な

ら
し

む
る

も
の

で

あ

る
｡

(

上

野

遣

輔

博
士

簿
記

理

論
三

四

頁
)

勘
定
畢

訣
に

関
す

る

論
季
を

要
約
す

れ

ば
､

人
的
勘
定
祝

せ
胃
琶
き

巨
打

邑
○

邑
F

邑
昏

及
物
的
勘
定
詮

ぎ
夏
賢
已

邑
暴
言
訂
】

}

の

二

に

分
け

其

各
は

一

助
党
系
耽
読

出

ぎ
打
○

富
針
F

邑
官
許
口

及

二

勘
定
系

既
読

学
祭
○

蔓
芦

邑
F

邑
F
①

旦
穿

と
に

分
つ

｡

血

町

･

鳴

如



け
一3

簡

-

一

鍵

恥

■
而
し

て

人
的
勘
定
詮
は

沿

革
的
に

発
願
を

な

し

勘
定
を

人
格
化
し

て

詮
明
し

､

凡
て

取

引
は

人
格
者
相
互

間
の

貸

借
関
係
な

ヵ

と
の

擬

●

人

港
に

依
る

｡

.

右
按

初
め

は

金
銭
の

収
支
に

限

カ
､

後
に

信
用
取

引
に

技
屈

せ

ら

れ

た

る

も
の

で

あ

る

が
､

相
手

方
が

常
方
よ

少

金
銭
又

は

金
銭
債
値

を

受
取

る

と

き
､

彼
は

我
に

勤
し
て

負
措
を

負
ふ

即
ち

警
二
ロ
e

訂
オ

)

の

関
係
に

立
つ

､

反

之

相
手

方
が

常
方
へ

金
銭
又

は

金
銭
債
値

を

支
沸
ふ

と

き

は

彼
に

封
し

て

我
は

負
掻
む

生
す

卸
ち

彼
は

日
野

訂
}

二
内
【

乱
丘
の

関
係
に

立
つ

｡

何
れ

の

場
合
も

常
に

営

業
者
企

業
者

た

る

我

を

標

準
に

し

常
方
よ

り

相
手

方
を

見
て

彼
は

借
方
又

は

貸
方
と

名
く

る
の

で

あ

る
｡

此

説
は

初
心

者
に

は

最
も

臍
粗
に

入

り

易
く

､

勘
定
其
物
を

生
命
あ

る

物
の

如

く

看
撤
し
て

説
明

す

る

も
の

で

あ

る
｡

而
し
て

之
は

債
権
者
及

債
務
者
勘
定
の

説
明
に

其
偉
適
用
さ

る

ゝ

は

勿
論

､

其
他
の

財

産
系
統
の

勘
定
及

資
本
(

主
)

勘
定
に

付
て

も

類

推
説
明
し

得
る

も
の

で

あ

る

が
､

唯
損
益
勘
定
の

諸
項

目
に

付
て

は

甚
し

く

牽
強

附
合
に

陥
ら

ざ

る

を

得
な
い

｡

此

意

味
に

於
て

借
方
貸
方
の

表
現

法
よ

力

も

左
側
右

側
の

如
き

無
意
味
の

符
牒
の

方
却
て

誤
解
を

防
ぐ

に

は

通
常
で

あ

る
｡

(

哲

g
7

P
訂
H
･

､

∝

+
∝

･

宮
村

哲
声
粥

く

呂

琶
-

告
み

串
旨

2

日
.

㌢
胃
箕
雪

]

ぎ
O

F

訂
-

ど

義
)

反
之
物
的
勘
定
詮
は

全

然
斯
る

擬
人

故
に

依
ら

ず
､

勘
定
を

如

箕
に

物
的
債
値
に

着
眼

し
て

理

論

的
の

説
明
む

な

す

も
の

で

あ
る

｡

(

託
)

擬

人

法
に

於
て

は
､

昏
業

を

基
本
と

し

て

之
を

曹
業
主

J

p

鶴

立

し

た

る

人

格
親

し
､

全
て

の

取

引
は

之

を

中
心

に

記

帳

す
る

も
の

な

る

が
+

勿
論

之
は

使
宜
の

技
術

的

手
段
で

あ
り
一
瞥
業

者
が

替
業
と

貸
借
関
係
に

立
つ

が

如
き

は

法

律
上

有
得
可

か

ら
ぎ

る

執
念
な

れ
ば

､

之

に

依
つ

て

事

物
の

眞
相

を

誤
つ

て

は

な
ら

ぬ
｡

き

れ

ば
ゴ

ー

ル

ド

シ

ュ

∴
1

ッ

ト

の

遭
破

せ

る

如
く

付
注

邑
p

争

胃

評
誌

邑
浮
島
2

と

い

ふ

は

過

ぎ

た

る

も

の

で
､

資
は

字
F
軋
p

.
に

非

ず
､

】

の

琴
喩

的
設

問
方

法
と

云
ふ

可

き

も
の

で

あ
る

｡

寧
ろ

貸
借
平

均
の

原

理
こ

そ

簿
記
理

静
の

根

幹
を

な

す

も
の

と

云

ふ

可

き
で

あ

る
｡

(

せ
P

】

戸

四

囲
ロ
¢

ロ

戸

出
巳
P

巳
虎

口

計
り

A
G

戸

内
管

F

A
､

合
作

A
已
-

■

四

票
-

ゝ

白
巨
P

-

-
)

再

発

帳

簿
･
序

賢

ヰb 9
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4 7 0

一

棟

論

叢

葬
大

審

夢
五

兢

】

商
業
帳
簿
は
複
式

簿
記

を
前
提
と

す
る

や

簿
記

は

財
産
の

静
態
及

動
態
を

明
か

な

ら

し

む

る

目

的
の

も
の

な

れ

ば
､

此

目

的
に

適

合
す

る

限

わ
､

形

式
の

如
何
は

必

ず
し

も

之
を

間
ふ

を

要
せ

ぬ
｡

.
ぎ

れ

ば

東
西

何
圃
の

商
法
も

帳
簿
作
成
方
法
を

複
式
単
式
何
れ
か

に

制
限

す

る

所
は

な
い

｡

単
式
複
式
の

得
失
は

営
業

種
別

及

規
模
の

大

小

如

何
に

よ

り
必

ず
し

も
一

概
に

判
定
す

る

を

得
な
い

｡

畢
式
は

薇
式
に

比

し

不
完
全

な
る

も

之
を

帳
簿
に

非
ず
と

云

ふ

を

得
ざ

る

は

勿
論

､

小

規
模
経
営
に

は

組
織
及

記

帳
の

簡
易
な

る

蔑
め

却
て

賛
際
的
と

し
て

推
奨
す

可
き

で

あ

る
｡

(

註
)

或
は

株
式

食
紅

林
式

食

費
食
紅
に

於
て

は
､

損

益

計

算

に

依

り

年

産
利

益
の

掬
記

を

要

す

る

規
定

に

児
ら

し
､

少
く

も

之

等
の

骨
祀

帳
簿
は

複
式

簿
記

な

ら

ぎ
る

可

か

ら

ず
と

な

す

静

粕
常
行
は

る

ゝ

が
(

警

呂
b

こ
∽
00

A
…
}

-
)

ヱ
S

.

A

岩
口

盲
①

出
F

邑
①

害
ぎ
F

巧

5
･

巴

弓
①

エ

邑
邑
苧

}

き

穿
訂

各

戸
野

F
巳

年
せ
訂
ひ
･

}

班
･

-

浮

汐
F

巨
}

声

-

筈

忘
山

2
呂
}

坪

ぷ

何
賛
否

商
家

に

付
き

同

所

撃
二
二

参
應

｡

)

必

ず
し

も

嘗
ら

ぬ
｡

シ

ェ

ア

の

歌

く

洩
り

単

式

簿
記
に

於
て

も

斯
く
の

如
き
は

決
し

て

不

能
の

こ

と

で

な

い

(

哲
g
り

も
払

8
-

払
.

∽

飴
)

｡

抑
も

複
式
簿
記
と

云

ふ

は

取

引
毎
に

勘
定
の

借
方
貸
方
に

同
時

金
額
計
こ

封
に

記
入

(

即
ち

複
式
)

せ

ら

る
ゝ

に

由
蒸
し

､

第
十

廿

世

紀
以

凍
商
人
間
慣
行
と

な

る
｡

之
に

封
し
て

従
釆
の

方
法

藍
単

式
と

名
づ

け

た

る

も
の

な

れ

ぼ
､

特
に

単
式
な

る

方
津
が

案
出
せ

ら

れ

た

も
の

で

は

な
い

｡

帳
簿
は

本

発
作
成

者
自
身
の

財
政

に

閲
し

其

利
益
の

薦
め

の

記

録
で

は

あ

る

が
､

他
人
に

理

解
し

得
ら

れ

ざ

る

記

載
で

は

い

け

な
い
｡

客
観
的
に

常

隷
あ

る

商
人
に

明
瞭
に

理

解
し

能
ふ

も
の

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
｡

之
れ

帳
簿
が

他
面

讐
哀
又

は

公
共
に

利
啓
開
傭
を

有
す

伸

一

-

磯

噸



鏡

-

.

鍵

紬

る

必

然
の

要
請
で

あ
る

｡

-

干

草

式
簿
記
の

記
帳
方
法
及

順
序

以

下

記

帳
の

大

慣
の

順
序
を

述

ぶ
｡

畢
式
簿
記

に

は

蟄
達
の

程
度
に

於
て

種
々

あ
■
る

が
､

現

時
の

最
進
歩
し

た
る

帳
簿
を

標
準
と

す

れ

ば

記

帳
の

第

二
段

階
と

し
■

て

取

引

¢

翼
F

巴
訂

召
甘
口

鷲

贅
生

毎
に

尭
づ

日

附
順
に

原
簿

冒
-

¢

2
年
｡

戸

く

邑
誉
F

異

に

記

入
す

る
｡

此

原

簿
は

畢
式
に

於
て

仕
二

按

現

金
収

支
を

司
る

現

金
出

椚
帳

河
芸
琶
声

ぎ
臣

他
は

全
て

日

記

帳

m

芦
｡

已
已

(

買
日
学
当

旨
-

内

定
者

穿
き
喜
F

∵
買

賢
･

阜

藍
賢
賢

芸
官

営
野

望
1

･

)

に

記

入

す
｡

(

右
の

内
一

部
分
は

葉
上

帳
仕
入

帳
(

費
買
業
･

の

場
A
｡

)

冒
r

卓
見

く

巧
打

書
写
宮
F

に

記
入
せ

ら

る
ゝ

場
合
あ

り
)

後
者
は

各
債
権
者
債
務
者
に

分
け

た

る

人
名
勘
定

官
記
○

邑

芸
U

O

巨
オ

に

記

入

す
｡

之

れ

即
ち

元

帳

肖

呂
p

昌
宏
F

で

あ

る

(

人

名
毎
に

差

引
の

計
算
行
は

る
ゝ

故

内
｡

邑
β
好

日
①

n

昌
宏
F

と

も

云

は
る
)

｡

扮
ち

単
式
に

於
て

は

人
名
勘
定
む

中
心

と

し
て

僅
に

現

金

勘
定
(

時
と

し
て

井
上
に

商
品
勘
定
)

が

唯
一

の

物
的

勘
定
で

あ

る
｡

之
等

が

槽
績
的
に

記

入

せ

ら

る

ゝ

外
､

他
の

財

産
に

何
て

は

勘
定
系
統
を

炊
き

､

期
末
の

財
産
目

録
に

よ

り

全

財
産
状
態
を

初
め
て

知
り

得
る

も

の

で

あ

る
｡

斯
く
の

如
く

単
式
簿
記
に

於
て

は

財
産
系

統
勘
定
に

於
て

網
羅
的
な

ら

ざ
る

の

み

な
ら

ず
､

資
本
系
統

(

損
益
計
算
む

含

む
)

の

勘
定
を

軟
く

が

故
に

､

期
末

耗
財
産
は

財
産
目

録
む

作
成
し
て

初

め
て

知
る

可

く
叉

嘗
斯
の

損
益
如

何
は

帳
簿
自
慣
で

は

知
る

を

侍
す

､

前
後
雨

期
の

財
産
目

録
の

比

較
に

依
り

て

算
出
せ

ね

ば
な

ら

ぬ
｡

而
巳

な

ら

す
財

産
的
欒
動
は

財
産
其
自
髄
の

欒
動
に

原

因

す
る

か

若
は

税
金
勘
定
の

欒
他
に

基

く
か

を

確
知
し

得
な
い

｡

郎
ち

単
式
に

於
て

は

純
財

産
及

損
益
は

財
産
目

録
を

作
成
す

る

慧
二

切

不
明

な
る

霹
で

あ

る
｡

沸

(

声

野
F

邑
き
出
巴
己
忘
弓

軍
∫

担
】

昌
凝
仁

ま

呂
戸

臼
】

昌
2
冒
弓

邑
与
野

野

帖

e

商

菓

帳
+

簿
.
序

髭
†
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一

席

胎

草

簾
六

巻

夢
五

牧

三

複
式

簿
記
の

記
帳
方
法
及

順
序

､

複
式
簿
記
に

於
て

は

現

金
､

商
品

､

債
権
債
務
の

み

な

ら

す
､

企

業
に

属
す
る

全

て

の

財
貨
む

､

英
経
済
的
機
能
の

差

異
に

基

き

各
種

勘
定
形

式
に

分
類
し

､

此

財
貨
の

遅

効

宮
司

品

旨
g

債
倍
的
欒
此
を

洩
れ

な

く

記

載
す

る

と

共
に

(

自
己
)

資
本

及
其
檜

減
の

一

切

を

記

入
す

る
｡

即
ち

財
廣
系
統
諸

勘
定

官
製

巨
d

打
(

邑
き

と

資
本
系
統
の

諸
勘
定

内

阜
邑
打
｡

星
空
-

按
正

負
(

積
極

消
極
)

の

封
立

に

於

て

記

録
せ

ら

る
､

蛍
に

複
式
簿
記
の

根

砥
が

あ

る
｡

/

(

註
)

賓
本

系

統
の

勘
定
に

は

原

始
贅
本
(

鈍

東
本
)

と

其
の

後
の

檜
滅
(

損

益
)

を

含
む

が
+

此

囁

別
は

複
式

簿
記
の

理

論
上

撃
一

義
的
で

あ
る

(

哲
F

腎
･

吋

瓦

昌
.､

払
.

帖
-
)

｡

帳
簿
形

式
と
し

て

原

始
的
記
入

の

仕
薄
日

記

帳
J

｡

弓

邑
(

若
く
は

日

記

帳
及

仕
詩

帳
)

及

元

帳

H

訂

名
昌
宏
F

の

二

に

分
つ

｡

複
式

に

於
て

按

取

引

毎
に

一

方
の

給
付
は

反

封
給
付
を

伴
ひ

相
互

金

額
は

正

負
の

封
立

に

於
て

全

く
一

致
す

る
｡

即
ち

貸
借
平

均
(

野
営
倍
値
)

原
理

2
音
p

宥
A
q

2 .

邑
邑
乙
｡

エ
ロ
｡

的
｡

り

表

音
｡

臣
｡
｡

長

里
些
脚
し

財
産
的
構
成
及
其

襲
勤

吏
育

造
す

る

事
由
を

全
て

勘
定
の

形

式
に

於
て

仕
弄
す

る

軒
の

で

あ
る

｡

斯
く

の

如

く

複
式
簿
記

上

人
名
勘
定
と

物
的
勘
定
を

間
は

す
､

有
ゆ

る

取

引
は

爾

勘
定
の

何
れ
■
か

に

二

重
に

影
響
す
る

も
の

と

記

帳
さ

れ
､

吹
で

元

帳
へ

韓
記
さ

る

ゝ

順
序
と

な

る

が
､

此

元

帳
亦
単
式
の

元

帳
と

名
稀
を

同
じ

う

す

る

も

箕

＼

質
を

異
に

し
､

債
樺
者
及

債
務

者
の

人

名
勘
定
は

勿
論
現

金
勘
定
其

他
有
ら

ゆ

る

物
的
資
産
に

関
す

る

勘
定
を

記

す

る

外
､

具
標
的
財
産

に

非
ざ

る

計
算
上
の

勘
定

､

繰
延

金
勘
定
債
倍
修
正

勘
定
並
に

資
本
金

勘
定
迄
含
む

も
の

で

あ
る

｡

之
断
ち

仕
薄
日

記

帳
よ

り

韓
記
に

係

る

所
謂
紙
勘
定
元

帳
で

あ

る
(

句

軒
F

空
こ
ロ

出

ぎ
β
b

雫
甲

室
戸

邑
b
･

野

毛
¢

こ
r

一

己
訂
→

･

苧
N
.

宮
已
琶
F

悪

夢
n

宣
莞
各
廿

〉

欝
A
{

声

声

≡
)

｡

斯
く

し
て

複
式
簿
記
に

於
て

は

全
財
産
と

財
産
構
成
分
子

と

の

関

係
(

負
債
を

含
む
)

財
産
と

資
本
と

の

関
係
其
増

減

賂
此

及

営
業
年

47 2

頼

鵬



14

鶉

-

.

鍵

･
紳

安
の

成
果
を

一

日

瞭
裁
た
ら

し

め

得
る

も
の

で

あ
る

｡

此

最
後
の

資
本
系
統
勘
定
を

含
む
こ

と

は

単
式

簿
記
に

は

見
ら

れ
ぬ

特
徴
で

あ

ゎ
､

個
別

経
済
に

於
廿
る

財
貨
債
値
の

循
環

争
巧

守
①

邑

邑

旨
り

要
す
急
告
及

之
と

費
用

A

已

居
邑
弓
粥

及
収

益

出

ぎ
邑
屯

已

莞

の

交

流
作
用
を

横
倍
計
算
的
に

且

栂
績
的
相
関
的
に

把
挺
し

､

完
全

に

組
織
系
統
付
け
ら

れ
､

殊
更
財
産
計
算
を

な

す
こ

と

な

く

自
動
的
に

税

金
を

算
出
せ

⊥

め

得
る

機
構
で

あ

る
｡

単
式
簿
記
に

於
て

H

弓
①

邑
焉

棚
卸
表

乃
至

財
産
目

録
は

資
本

額
及
担
盆
算
出
の

唯
一

の

基

礎
た

る

に

反
し

､

複
式
簿
記
に

於
て

は

棚
潮
表
は

元

帳
物

的
勘
定
の

計
算
柿
正
の

具
た
る

に

過
ぎ

な
い

｡

観
換
金

勘
定
に

於
て

借
方
欄
に

其
斯

絶
賛
用

A
仁

冒
巨
草
色
F

粥

邑
¢

ロ

訂

琵
笥

他
方
貸
方
偶
に

査

収

金

星
か
払

①

を

記

載
七

､

其
差

額
を

貸
借
野
原

表

勘
定

聖
賢
許

邑
｡

に

韓
記
す

る

故
､

其

期
間
の

純
楓
盆
は

自
動
的
に

算
出
せ

ら

る

1

機
構
で

あ

る
(

紆
F

邑
d
t

-

P

P

〇
･

)

｡

由
し
て

右
は

簿
記

上

幾
多
の

約
束
の

上
に

立
つ

も
の

で

は

あ

る

が
､

何
等
意

味
な

き

符
班
若
く

は

形

式
の

集
合
で

は

な
い

｡

取

引
の

二

重
性
に

基

き

財
産
及

資
本
の

双

方
に

及
ぼ

す

作
用
を

債
値
的
数
理

的
に

勘
定
の

形

式
に

於
て

表

現

す
る

と
き

､

必

庶
斯
る

虎
理

む

な

さ

ざ

る

可
か

ら

ざ

る

所
に

複
式
簿
記
の

理

論
上
の

板
接
が

あ

る
｡

(

笹
下

替
も
瓦
○

ロ
)

狩

-

①
)

(

鼓
)

き
■
れ

ぼ
ラ

イ

シ

ュ

ク

ラ

イ

ビ

ヒ

も

其

序

言
に

於
て

簿
記
及

貸
借
封

照

真
の

理

解
は

近

代

経
済
現

象
を

正

確
に

判
断
す

る

前

提
を

な

す

も
の

と

す

る
｡

即

ち

簿
記

は

其

指

導
陳

理

に

基
き

有

ら

ゆ

る

療

済
現

象
を

異

性
質
の

異

同
に

従
つ

て

計

算
的

要

素
に

分

難

し
､

且

生

産
と

滑
費
又

は

収
入

と

麦
田
の

如
べ

封

立

的

に

作
用

す

る

カ

相

互

間
の

均

衡

関
係
を

債

倦
計

算

的
に

把

握

し

彼
是

統
合
整
理

を
な

す
も
の

で

あ

る
｡

(

申
乱

臣
良
邑

者

の

巴
①

ぎ

w
O

ユ
)

■
四

.

革
引
の

こ

重
性
と

等
債
式

っ

J

右
忙

所
謂
取
引
の

二

重
性

､

積
極
滑
極
の

封
立

的
等
債
圃
係
は

､

企

業
の

物
的
基
礎
た

る

資
本
及

財
産
の

等

倍
封
立
に

照

癒

す
る

も
の
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ゼ

一

棉

静

養

第
六

番

第
五

鰊

で

あ

る
｡

即
ち

特

悪
癖
に

於
て

企

業
者
の

自
ら

魔
分
し

得
る

全
て

の

財

貨
は

法
律
上

黎

窟
有
権
↑

に

雷
と

見
る
の

で

あ

る

が
､

之

ね

か

轟
済
的
に

観
察
す

れ

ば

晶
的
の

交
換
債
値
あ

る

物

襟
の

集
合
を

以
て

彼
の

全

財
産

を
構
成
す

る
｡

頗
る

に

之

を
其
淵
源
に

遡
つ

て

観

4

察
す

れ

ば
､

簿
記

畢
上

資
本
と
し

て

財
産
に

封
す

る

抽
象
的
支
配
力
の

及
ぶ

限

界
に

外
な

ら

ぬ
｡

更
に

右
を

数
理

的
に

廃
置
す

れ
ば

企

業

者
の

所
有
横
(

積
極

財
産
)

は

資
本
と

封
立

等
倍
に

立
つ

と

云

ふ

こ

と

が

出
奔
る

｡

出

好

邑
弓
P

(

A
打
t

ぎ
ヱ

=

野
嘗
已

即
ち

ゝ

=
初

の

等
倍
方
程
式
を

成
立

せ

し

む
｡

或
接

穂
財

雪
に

封
し

て

各
個
財
産
を
㌦

γ
…
:

を

以
て

現

は

せ

ば

≒
＋

≒
ゝ

ミ
＋

…
▼
=
和

と

な

る
｡

此

故
に

凡
て

資
本
g

の

欒
動
は

絶
財
産
』

の

増
減
に

基
か

ざ

る

は

な
い

｡

反
之
財
産

欒
数
あ

る

も

各
財
産
項

目
の

債
億
移

動
に

止

ま

り

漁

財
産
債
倍
』

に

襲
此
な

き

限
日

立

の

欒
此
は

な
い

｡

更
に

又

各
財
産
項

目
の

増
減
あ

か

も

他
の

財
産
項
目

の

増
減
と

相
殺
せ

ら

る
ゝ

場
合

は
､

放
財
産
』

の

攣
此
な

く

鍵
て

g

に

欒
動
を

及
ぼ

さ

な
い

｡

斯
く
て

総
財
産
』

と

資
本
g

と

は

企

業
抄

常
初

よ

り

終
了

荘
常
に

等
倍
関

係
に

賂

始
す

る
｡

換

言
す

れ

ば

簿
記
は

自
己

資
本
と

漁
財

産
と
の

完
全

な

る

等
倍
的
封
立
の

記

録
な

カ

と

云

ふ

可

き
で

あ

る
｡

右
は

自
己

資
本
を

以
て

定
常
す

る

場
合
な
る

が
､

若
し

資
金
を

他
よ

り

借
入

れ
て

螢

発
す

る

場
合
は

､

其
額
は

所
謂
外
部
負
債
タ

を
以

て

表
は

さ

れ
､

前

記
等
倍
式
は

企
業
財
産
と

其
淵
源
と
の

関
係
に

於
て

次
の

如
く

欒
此
す

ゝ

=
和
＋

～

或
は

自
己

資
本
の

生

産
力
若
く

は

営
業
成
果
測
定

の

敏
鮮
よ

り

左
の

如
く

等
債
式
を

襲
形

す

る

を

得

ゝ

-
ヽ

=
和

此

詳

細
は

貸
借
封
照
表

給
に

象
る

｡

前
述
の

如

く

単
式
に

於
て

も

資
本

額
及

損
益
額
を

算
出
し

得
ぬ

澤
で

は

な
い

が
､

共
は

営
業
期
末
に

於
て

財
産
目

録
を

調
整
し

､

積
極

財
産
よ

り

消
極
財
産
の

差

引
に

よ

わ
て

初
め
て

耗
財

産
即
ち

(

自
己
)

資
本
を

算
出
し

得
可

く
､

又

常
葉
成
果
た
る

損
益
の

有
無
及
高
は

忘
官

業
期
間
の

取
引
記

録
白
襟
に

は

現

は

れ

す
､

営
業
期
初
の

財
産
目

録
と

営
業
期
末
の

財
産
目

録
と

を

此

摺
し

､

純
財
産
.
の

埠
減
に

よ

増

之
を
算
胡
し

縛
る

に

過
ぎ
な
い

｡

而

も
其
如

何
な

る

事
由
拡

基

く

か

の

原
因
を

明

白
に

す

る
こ

と
ぬ

､

単
式
簿
記
■
に

て

は

到

底
不
可

能

九

何

胡



34

紬

I

.

鍵

で

あ

る
｡

殊
旺

最
も

重
要
な

る

財
産
債
値
の

襲
動

書
芸

見

当
口
粥

d

辛

苦
⊇

″

身
空
芸
①

ユ
ゐ

に

由
る

か
､

営
業
損
益
一

ぎ
邑
ぶ

箋
ぎ

守

(

ぎ
P

責
-

邑
)

な

る
か

を

知
り

得
な
い

の

†

あ

る
(

筐
F

邑
き

空
芦

罠
宅

邑

彗
1

･

準

比

の
)

｡

複
式
簿
記
は

精
妙
巧

緻
の

機
構
を

通
し

､

一

営
業
期
間
の

損
益

及
営

業
部
末
の

財
産
状
態
を

其
自
鰻
の

裡

に

正

確
明

瞭
に

描

出
し

､

叙

上

単
式
簿
記
の

妖
陥
は

完
全
に

補
完
せ

ら

る
､

さ

れ

ば
ジ

モ

ン

は

左
の

如

く
ゲ

ー

テ

の

複
式
簿
記

讃
美
■む
引

用

す

る

野
山

賢
e

ぎ
①

計
…
各

賢
覧

き

冒
冒
㌢
義
①

口

中

胃

m
①

琶
E
i

さ
空
″

¢
乱
賢

袋

(

梁
ヨ
豆
ざ

七
〇
1

宅
○

ユ

､く
Ⅰ
)

以

上
の

趣
旨
は

専
ら

シ
ェ

ア

が

簿
記
理

論
若
く
は

簿
記
の

数
峯
的
基

礎

d

訂

ヨ
P

昏
包

声

邑
篭
F
①

苧
さ
夢
g
①

中

等

官
O

F
已
オ

与
g

の

説

明
に

基

く

所
の

も
の

で

(

紆
F

賢

も
ユ

き
野

竹

こ
巾

)

我

国
で

上

野

博
士

之
を

組
述

し

て

最
も

明

快
適

切
で

あ

る
｡

五
､

単
式

社
式

置

別
の

横
準

右
の

叙
述
は

同
時
に

単
式
簿
記

及

複
式
簿
記
の

本
質
的
差

異
を

暗
示

す

る

に

十

分
で

あ
■
る

｡

抑
も

単
式
簿
記
は

英
の

梁
n
粥

訂

①

邑
召

す

茎
村
村

悪
p

5
.

g

若
く

は

出
｡
｡

E
打

悪
甘
ロ
g

す
乱
芦
仙

骨

2
首
叫

複
式
簿
記
は

宮
島

l

①

①

邑
召

ぎ
○

村
村

禽
甘
ロ
g

若
く
は

申
ロ

O

E
ハ

藷
宮
口
粥

す

き
各

】

①

包

旨
叫

の

澤
語
で

あ

る
｡

元

爽
各
取

引
に

於
て

財
産
欒
動
事
由
を

借
方
又

は

貸

方
の

一

方
に

記

入

す
る

む

以
て

足

る

や
､

借
方

及
貸
方
へ

同
時
に

二

重
記
入

仕

課
せ

ら

る
ゝ

可

き
か

の

鮎
に

着
服
し

て

設
け
ら

れ
た

る

笛
別
で

あ

る

が
､

此

外
形

上
の

直
別

が

必

ず
し

も

理

論
上

雨

着
の

資
質
的
差

異

堅
不

す

も
の

な
る

か

は

覚
は

凝
間
で

あ

る
｡

寧
ろ

畢
式
簿
記
は

財
産
勘
定
系
統
の

記

録
な

る
に

反
し

複
式
簿

記

は

財

産
勘
定

出

藍
P

邑
内
｡

邑
｡

(

債
務
を

含
む
)

及

資
本

勘
定

日
r

盲
已

R

邑
○

(

損
益
勘
定
を

含
む
)

の

腐

系

統
の

有
機
的
結
合
た

る

鮎
に

虞
の

決
定
的
標
準
を

求

む

可
き

で

あ

ら

う
｡

･

(

上

野

簿
記

研

究

九
一

貫
以

下
)

(

託
一

)

単
式

簿
記

と
一

概
に

音

ふ

も

聾

達
の

階

段
に

於
て

種
々

あ

り
､

最
も

原
始

的
形

憑
は

財

産

日

銀

F
諾
ロ
t

舅

の

み

な

り

し

も
､

昏
業
辞

間

商

業

帳
∴

革
､
庁

夜
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4 4

～

一

棟

静

草

帝
大

巻

欝
五

披

中

に

生

ず
る

計
算
記

銀
の

必

要
よ

野
､

第
二

期
に

現
金

取

引
､

第
三

期
に

信

用

取

引

部
ち

人

名

勘

定
の

設

定
を

見
､

更
に

現

金

以

外
の

物

的

勘
定

例
へ

ば

商
品

勘
定

其
他
の

勘
定

に

及

ぶ
｡

現

今

単
式

簿
記

と

い

ふ

は

此

最
後
の

段

階

に

達
せ

る

進

歩
せ

る

単

式

簿
記
を

い

ふ
｡

併
し

虫

に

至

る

も

贅
本

盲
己

資
本
)

勘

定

を

放

き
､

従
て

亦

財

貸
及

費
用

牧
益
の

循
環

作

用

を

洩
れ

な

く

組

概
的
に

記

す
る

こ

と

到

底
不

可

能
で

あ

り
､

同

時

に

諸
勘
定

間
の

自

動

的
調

節
横

髄

を

故

知
せ

る

の

で

あ
る

(

筐
賢
･

ヲ
ぎ
P

-

野

草
｡

嘉
一

一

)

複
式

簿
記

が

正

確
に

純

粋
の

昏
菓

成

果

■H

･

牢
g
①

P
-

ロ

星
空
打

身

を

算

附
し

待
と

の

設

堺
は

糞
は

各
原

偵
分

子

内

邑
邑

①

E
①

の

入

手

(

里

入
)

と

離
脱

(

敗

軍
と

の

間
に

貸
幣

慣
偲
襲

動
な

き

警
p

g
雫

慧
F
一

重
g

の

時

代
た

る

こ

と

を

簡

捷
と

す

る

も
の

な

れ

ぼ
､

此

鮎

を

考

慮
･に
入

れ

ぎ

れ

ぼ

眞
の

昏
業

損
金

は

算
田

し

髄
は

ぬ

も
の

で

あ

る
｡

之

亦
他
の

横
倉
に

於
て

詳
述

す

る

を

要

す

る

こ

と

で

あ
る

｡

(

哲
F

巨
岩
オ

ー

P

P

〇
.

)

大

音

計

と

簿

記

■

商
業
帳
簿
は

合
計
理

論
に

基

き

簿
記
鼓

術
に

依
り

記

帳
せ

ら

る
｡

即
ち

帳
簿
は

合
計
及
簿
記
の

物

的
研

究
封
象
で

あ

る
｡

合
計
と

簿
記

と

は

全

然

竺
の

も
の

な

ゎ
や

､

又

は

合
計
は

理

論
的
方
面
の

考
究
を
目

的
と

す

る

単
に

し
て
+

簿
記

は

其
應
用
乃
至

技
術

堅
不

す
に

過

ぎ
.
ざ

る

や
､

更
に

雨

着
は

全

く

研

究
封
象
を

異
に

す
る

や
､

議
論
の

蚊
る
1

所
で

あ

る
｡

法
規
の

定
む

る

所
は

帳
簿
内
容
若
く

は

記

入

方

法
に

関
す

る

も
の

で
､

原
則
と

し
て

簿
記

技
術
に

依
る
こ
ノ

と

豊
朗

捉
ト
て

定
め

ら

れ

た

る

も
の

で

あ

る

が
､

必

ず
し

も

常
に

合
計
畢

上
の

理

絵
と

叫

致
す

る

も
の

で

な
い

｡

従
て

洪
規
成
文
の

字
幕
に

拘
泥
す

る
こ

と

な

く
､

自
由
な

る

合
計
理

論
と

記

帳
方
式
を

梯
て

得
る

も
の

で

あ

る
｡

笥
r

象
邑

←

に

論
や
れ
ば

初
め

企
業
記
録
の

箕

際
的
必

要
か

ら

簿
記
の

技
術
輿

斗

攻

で

記

帳
及

仕
語
の

方
法

､

勘
定
科
目

設

定
､

財
産
評

債
､

損
益
確
定
等
之
に

聯
関
す

る

理

論
研

究
が

進
め
ら

れ
+

更
に

高
等
簿
記
畢

は

蟄
展
し
て

合
計
番

卒
る

狽
立

部
門
を

派
生

す
る

に

至

る
｡

即
ち

簿
記
は

記

帳
鼓
術
た

る

と

共
に

､

他
面

畢

と
し

て

の

理

論
を

有
す
る

が
､

其
中
の

純
理

論
方
面
は

分
化
し
て

合
計
峯

4 ア6

碗

鵬
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魚

-

.

勝

村

を

な

せ

る

も
の

で

あ

る
｡

唯
通

俗
的
に

は

簿
記
は

合
計
の

記
録
的
方
面

と

云

ふ

も

大
し

た

過

少
は

な
い

｡

シ

ェ

ア

の

言
を

籍
れ
ば
柑

F
O

F
･

㌢
ぎ
長

倉
計
単
に

近
い

は

数
拳
法
律
及

経
済
の

限

界
鮮
に

立
つ

畢

間
で

あ

ゎ
､

空
色

替
F

ヨ
旦
簿
記
)

は

此

畢

を

個
別

経
済

嘗
賢

一

計

富
F

邑
(

営
利
若
く

は

滑
費
の
)

に

應
用
し
て

企

菓
指
針
を

輿
ふ

る

技
術
な

少

(

ぎ
コ

言
オ

N

喜

白

星
い

2
A

基
箪

笥

去
C

F

㌢

買
且

と

七
て

ぎ
｡

夢
已

ぎ

虞

と

ぎ
告
辞

ど
∈

点

と

を

区
別
す
る

｡

大

餞
前
者
は

合
計
に

後
者
は

簿
記
に

該
督
す
可

き

が
､

爾

語
は

必

ず
し

も
明

確
に

囁
別

し

得
な
い

｡

或
は

寧
ろ

共
に

簿
記
に

近

き

意

味
に

用
ひ

ら

る

ゝ

こ

と

が

あ

る
｡

反
之

英
米
の

覧
Q

2
}

鼓

品
は

合
計

ぎ
○

打
･

打
¢

旦
声
g

は

簿
記
と

見
て

大
髄
正

鴻
に

近
い

｡

別
に

冨
0

邑
虐

叫

の

語
は

あ
る

が

罠
｡

邑
㌢

合
計
士
の

職
業
に

闊
聯
し
て

合
計

士
に

必

要
な
る

畢
間
を

揖
し

畢
間
的
に

合
計
理

論
を

研

究
す
る

も
の

と

し
て

は

p

孟
○

巨
已

ぎ
g

で

あ
る

｡

狽
逸
に

於
て

は

合
計
理

論
は

主

と

し
て

里
】

旨
N

訂
F

諒

と
し
て

論
ぜ

ら

る
ゝ

所
で

あ

る

が
､

之
は

元

来
商
港
畢
者
が

貸
借
封
周

表

を

中
心

に

し
て

合
計
理

論
を

研

究
し

き

た
る

に

基
く

｡

即

ち

合
計
畢
の

中
心

題
目

た
る

貸

借
封
照
表
の

本

質
を

研

究
封
象
と

し

た

る
に

出
で

合
計
畢

及

琶
0

0

∈

邑
芦
g

よ

カ
は

狭
き

観
念
で

あ

る
｡

殊
に

最
近
経

営
経
済
畢
の

聾
達
に

伴
ひ

合
計
畢

乃
至

貸
借
封
踊

表

論
は

英
一

部
門
と

し
て

の

地

位
を

輿
へ

ら

る
1

状

況
に

在
る

｡

概
括
的
の

論
と

し

て

は

合
計
畢
は

合
計
理

論
の

革
､

簿
記
畢

は

記

帳
技

術
の

拳
と

見
る

を

得
可
き

も
の

で

あ
る

｡

併
し

合
計
理

論
は

記

帳
妓
術
を

改
定
し
且

其
理

論
を

徹
底
せ

し

む

る

蔑
め

に

は
､

簿
記
及

記

帳
技
術
の

約
束
を

籍
る

必

要
あ

カ
､

他
方
簿
記

乃
至

記

帳
技
術
を

合
層

化
し

､

基

礎
付

け
る

理

論
的
研

究
と

し
て

は

合
計
畢
の

助
に

待
た
ね

ば

な

ら

ぬ
｡

換

言
す

れ

ば

前
者
(

合
計
)

は

理

論
を

主
眼
と

し

て

之
を

箕
地
に

應
用
し

得
る

範
囲
内
に

技
術
を

も
研

究
す

可
く

､

後
者
(

簿
記
)

は

技
術
む

合
理

此
す
る

範
韓
内
に

於
て

理

論
を

も
研

究

′

45

す

る
こ

と

1

な
る

｡

商

業

帳

簿

序

祝

4 7 7



一

環

静

章

欝
六

春

草
五

鍍

4 6

社
務
拳

者
は

簿
記

技
術
の

研

究
に

専
ら

に

し
て

合
計
の

科
挙

的
理

論
を

看
却
せ

る

傾

き

あ

斗

近

時
漸
く

此

妖
陥
に

朕
醒
め
て

劃
節
約

咋4

■

の

進
歩
を

遮
げ

た

る

を

見
る

｡

商
港
上

聞
題
と

す
る

簿
記
は

個
別
経
済
に

於
け

る

企
業
簿
記
に

外
な

ら

ぬ
｡

所

謂
企

業
は

骨
業
利
益
獲
得

の

手

段
で

あ
つ

て
､

異
観
織
及

帝
動
は

全
て

此

窮
極

目

的
の

蔑
め

管
理

機
制
せ

ら

れ

帳
簿
上

､

財
産
の

増

減
欒
他
の

形
式
と

な
つ

て

表

現

せ

ら

る
｡

之
れ

や

が
て

資
本
の

増
減
過

程
に

通
ず
る

も
の

で

あ

る
｡

七

帳

簿

と

簿

記

帳
簿
は

財
産
の

増
減
欒
此
を

記
録
す

る
｡

之
は

必

然
反

封
側
に

同
一

数
額
に

於
て

資
本
の

増

減
を

変
ら

す

も
の

に

し
て

､

資
本
と

財
産

と

は
正

負
の

関
係
に

於
て

均

等
に

封
立

す

る
｡

斯
く
の

如

く

資
本
の

増
減
は

財
産
の

増
減
に

よ

り
て

義
は

さ

る
ゝ

が
､

他
方
原

因
に

遡
り

換
金
の

綜
合
計
算
に

よ

り
て

も
同

一

結
果
を

算
出
し

得
る

｡

全
て

の

企
業
は

一

定
資
本
を

投
下

し
て

財
産
上

種
々

に

欒
此
韓
々

の

裡
に

債

倍
的
増

殖
を

計
る

も
の

な

る

が
､

貨
幣
経
済
を

基

調
と

す
る

限

り
に

於
て

､

資
本
は

尊
貴
G

の

高
で

あ

る
か

ら
､

昔
然
G

-
肝

-
G

の

過

程
の

記

録
た
る

こ

と

ゝ

な

る
｡

之
に

は

常

に

資
本
と

財
産
の

封
立

あ

カ
､

而
し
て

金

額
的
同

一

数
字
哲

均

等
式
に

表
示

せ

ら

る
｡

財
産
は

交
換
債
値
あ
る

貿
在
の

財
貨
の

集
積
に

し
て

資
本
は

其
法
律
的
蹄
展
開
係

を
不

す

抽
象
観
念
叉

計
算
的
数
額
に

外

な
ら

ぬ
｡

換

言
す

れ

ば

後
者
は

無
形
の

数
額
的
大
さ

で

あ

ゎ
､

前

者
は

具
鰹
的
財
貨
の

集
積
で

あ

る
｡

資
本
運
用
の

過

粗
に

於
て

現
は

る

ゝ

扱
失
及

利
益
は

亦
計

算
的
数
額
と

し
て

資
本
の

系
統
に

廃
し

､

営
業
節
初
の

方

は

営

業
期
間
中
に

生
じ

た
る
F

(

損
失
)

又

は

G

(

利
益
)

に

よ

少
､

期
末

に

･

差
の

如
く

慧
す

｡

堅
守
n

至
｡

若
く

は

雫
‖

苧
ア
と

芸
､

而
し
て

言
ふ

菅
苧

収
納

∵
砦

｡

簿
記

は

財
産

と

資
本
(

及

捜
釜
)

の

封
立

及

交
互

作
用
を

記

録
し

て

企
業
の

茸
慣
及

推
移
を

数
理

的
に

表
示

す

る

作
用
を

な

す
｡

此

意
味
に

於
て

簿
記

は
一

面

資
本
の

循
誤
記

録

空

星
野

己
d

変

声

と
い

ふ

も
大

過

は

な
い

｡

傾
簿
は

簿
記

的
鼓
術
に

依
る

記

帳
の

封
象
物
で

あ

ゎ
､

簿
記

は

冶

J

●

鳩

車



紬

も

.

紳

紳

帳
簿
作

成
の

蔑
め
の

手

段
方
法
で

あ
る

｡

商
法
上

要
求
せ

ら

る
ゝ

財
産
的
欒
動
の

眞
相
は

此

簿
記

捷
衝
的
約
束
を

静
撞
と
し

て

初
め
て

把

起
せ

ら

る

1

も
の

で

あ

る
｡

(

註
)

今
日

商
彙
社
食
に

慣
行
せ

ら

る

1

資
本
と

財

産
の

表
裏
偲

魔
の

関
係
を

記

鎖
す

る

所
謂
複
式

簿
記

と

は

之

を

約

言
す

れ

ば

企

業
の

開
始
よ
り

終
了
に

至

る

造
の

資
本

及

財

産
の

放
漫
並

に

其

檜
減
襲
化

を

勘
定

な

る

特

殊

形

式

に

依

る

金

餞
的

傾
億

計

算
の

記

録
で

あ

る
｡

法
は

勘
定

科
目
に

何

等

言
及

せ

ず
､

勘
定

形
式

に

よ

る

は

畢
な

る

便

宜

に

し
て

絶
対

必

要
の

事
で

は

な
い

(

哲
F

冒
､

2
己

声
声

d
①

七

A

宗
①

竜
邑

血

P

F
冨
口

班
.

-

箸
)

｡

鞠
商
法
は

O

a
日

月
羽

島

倉
卒
る

を

要
す

と

あ
る

ボ
､

之

も

勘
定

形

式
の

特

別

捜
衝
的
横
棒
を

要

す
る

魅
旨
で

は

な
い

｡

堺
文
な

き

我

歯
に

於
て

は

勿
論
で

あ
る

｡

近

世

取

引
範
囲
の

損
大

､

経
済
機
構
の

精
緻
複
雑
を

加
ふ

る

に

従
ひ

､

其
財
政

記

録
と

簿
記

渡
術
に

異
常
の

遊
歩
を

遮
げ

､

所

謂
複

式

簿
記

方
法
は

企
業
の

構
成
分
子

た
る

財
産

資
本
は

棄
よ

カ
､

之
に

欒
此
を

輿
ふ

る

無
形
の

因
子

た

る

損
益
項

目
等

迄
全
て

勘
定
科
目
を

以

て

左
右

欄
に

仕
詩
記

入

し
､

尤
大
複
雑
な
る

取

引
を

貸
借
な

る
】

定
形

式
に

簡
易
化
し

て

表
示

す

る
｡

之
は

甚
し

く

技
工

的
で

あ
る

が
､

箕
は

深
く

現

箕
の

経
済
現

象
を

洞
察
し

た

る

結
果
に

外
な

ら
ぬ

｡

凡
て

企

菓
は

教
導

的
金
額
的
に

親
祭
す

れ

ば

耗
え

ざ

る

入

と

出
の

連
緯

で

あ

カ
､

財
産
と

資
本

､

資
産
と

負
債

､

損
失
と

利
益
等
経
済
的
性
質
の

異
な

る

に

よ

少
て

各
種
の

封
丑

項

目

を

振

梅
規
整
し
て

成
れ

る

も
の

で
､

斯
く
し
て

畢
な

る
鼓

術
を

超

え
て

､

庚
汎
複
雑
な

る

経
済
現

象
を

鳥
取
圃
的
に

把
超
し

得
る
の

で

あ
る

｡

(

評

定
†

野
告
ぎ

血
①

訂
i

才
1

0

呈
)

さ

れ

ば

技
術
的
方
面

の

十

分
な
る

熟
達
な

く

し
て

合
計
理

論
は

徒
ら

に

塞
理
に

走
り

虞
に

根

砥
あ

る

理

論
構
成
に

達
す

る

を

得
な
い

｡

シ
ュ

マ

レ

ン

バ

ブ

二
流
の

動
的
貸
借
封

整
粥

､

シ

ュ

ミ
ッ

ト

表
の

有
機
的
貸
借
封
照
静
の

理

論
的
に

頗
る

卓
見
を

含
む

堅
不

拘
､

箕

47.

際
的
適
用
に

難
関
あ

る

如
き

按

英
一

例
で

あ

る
｡

. ■
(

責
①

ぎ
ー

-

H

押

慧
)

商

業

帳

簿

序

詮

4 7 9



84

一

棟

論

叢

弟
大

審

弟
五

班

併
し

帳
簿
記
入
は

結
局
複
雑
な

る

成
果
計
算
及
財
産
状

態
確
知
の

焉
め
の

手

段
に

過

ぎ

な
い

一

手
段
の

薦
め
目

的
を

没
却
す
る
こ

と

あ

8 04

つ

て

は

な
ら

ぬ
｡

帳
簿
の

内
容

殊
に

最
も
重
要
の

嶺
心

た

る

可

き

貸
借
封
周

表
項
目

及
其

評
債
原
則
は

､

前
者
の

経
営
経

済
的
立

場
及
び

後
者
の

津
律
的
立

場
を

考
慮
し

規
整
せ

ら

る

可

き
で

あ

る
｡

之
を

簿
記
技

術
的

b

邑
巨
F

2

毒
チ

旦
邑
邑
-

に

決
定
し

得
る

と

な

す

有
名

な

る
レ

ー

ム

詮
(

R

各
m
､

聖
P

声

罠
口

戸

A

戸

く

彗
1

0

呈

笥
)

の

如

き

は

簿
記

過

重
の

弊
に

降
れ
る

も
の

と
云

ほ

ざ

る

を

得
な
い

｡

●

(

ヨ
臣
已
P

P

〇
･

旨
芦

選

例
へ

ば

複
式
機
構
説
明
の

焉
め

営
業
を

営
業
者
と

看
倣
す

所
謂
擬
人
的
勘
定
畢

詮
が

行
は

る

ゝ

が

素

よ

り

本
葬
便
宜
の

篤
め
の

手

段
で

あ

る
か

ら
､

之
よ

り

直
に

法
律
上

及
資

質
上
の

結
論
を

導
き

出
す
は

甚
し

く

危
険
で

あ

る
｡

彙
に

ジ

モ

ン

が

冒
邑
p

賢

冒
ひ

邑
芹

邑
○

芦

扱
人
法
は

箕
は

買
n

昔
原
理
に

非
ず
し

て

原
理

の

説
明
方
法
に
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